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平成２９年９月１１日 

 

五戸町議会第１６回定例会 一般質問通告一覧表 

 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

１ 一 問
一 答 

鈴 木 隆 也 １．五戸町健診センタ

ーについて 

(1) 健診センターの利用者の推移は。ま

た、利用者数増加のための取り組み

は。 

(2) ガン検診の有効性を高めるための

取り組みは。 

   ２．倉石温泉について (1) 倉石温泉の入浴者数の推移は。ま

た、入浴以外、どのような活動に何人

が利用しているのか。 

(2) 施設の老朽化など現在の課題は。ま

た、それらの課題を受けた今後の施設

のあり方を如何にお考えか。 

   ３．障がいを持つ子ど

もの保護者への行

政サービスについ

て 

(1) 障がいを持つ子どもの保護者の心

のケアはどのように図られているの

か。また、今後の取り組みは。 

(2) 情緒障害と知的障害を含めた障が

いを持つ子どもの町内での放課後児

童保育を可能にするべきだと思うが、

如何にお考えか。 

   ４．町民の健康増進を

図る取り組みにつ

いて 

(1) 今年度の新事業で健康アップ事業

を展開するとのことだが、具体的には

どのような取り組みをするのか。 

(2) 五戸町の公共施設におけるたばこ

の受動喫煙防止の措置はどのように

なっているのか。また、受動喫煙を防

止するための必要な措置を講ずるよ

うに努めているのか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

２ 一 問
一 答 

尾 形 裕 之 １．「五戸はどこから

来てどこにいくの

か」といったまちづ

くりモチベーショ

ンアップのツール

作成について 

「まちづくり」という言葉がまだない

時代、昭和５０年１０月２４日八戸青年

会議所は金入忠清理事長のもと「八戸、

風と土と心」のスライド上映し、第１回

「市民の夕べ」を八戸市公会堂で開催し

た。いわゆる「ラブはちのへ運動」のは

じまりである。合同制作社の企画書に

は、『何物も凍てつかせずにはおかない

厳しい風土、人が人を喰ったという身の

毛もよだつ飢餓の歴史、その中を港を突

破口にしようとした先人の決断、海の包

容力の大きさ、やがて近代化の波が八戸

に発展と混迷をもたらす。今、八戸は中

央の激しい風を積極的に受けようとす

る１本の手と、それを拒否して新しい八

戸を築こうとするもう１本の手が激し

く葛藤している・・・それが何であるの

か、そのためには何をしなければならな

いのか。』と、この運動が全国に広まり、

「まちづくり」という言葉が誕生した。 

五戸には八戸とは違った独自の歴史

文化、風土がある。今、住民協議会を設

置するならば「五戸はどこから来てどこ

にいくのか」といったまちづくりモチベ

ーションがアップするようなツールが

必要ではないのか。 

また、こういうふるさと教育を小・中

学校ではどうしてきたのか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．地消地産条例につ

いて 

町では地消地産をもって経済の自立

を図るべくまちづくりを進めてきたが、

町民には今一つ知れ渡っていないため、

条例を制定することを提案する。例え

ば、乾杯は地酒もしくは五戸産のソフト

ドリンクを、宴会では３品以上五戸の産

物を、そして、地消地産の日を月３回つ

くるなど、考えればいくらでもあると思

うがいかがか。 

また、前回の定例会で一般質問した五

戸総合病院の入院食はどうなったのか。 

   ３．五戸三大美肉のイ

ベントについて 

来年は十勝沖地震後５０年が経つ。そ

して、ごのへ郷土館がオープンし、そこ

には南部鉄道の駅舎ができる。 

そこで、鉄道のない町の駅舎で三大美

肉を使った駅弁を作ってはいかがか。弁

当であれば様々な店が参加できると思

うが。 

   ４．八戸市の高齢者バ

スの乗り入れにつ

いて 

八戸市の７０歳以上の方は、所得によ

って２段階の年 4,000円か 8,000円で市

内乗り放題定期券が買える。 

そこで、1,000 円アップして五戸町に

何回も来れるようにできないのか。 

   ５．子育てアパート等

入居費助成事業に

ついて 

五戸ちゃんねるのお知らせ欄を見て

いたところ、五戸町若者定住支援事業の

中に但し書きが付け加わっていた。３６

ヵ月以上助成金をもらっている方は支

給額が最高 20,000円から 10,000円にな

るとのこと。ほとんどの議員は変更を知

らないが、なぜそのようになったのか説

明を。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

３ 一 問
一 答 

豊 田 孝 夫 １．五戸町防災計画の

見直し作業進捗状

況について 

(1) ８月２９日、午前５時５８分北朝鮮

がミサイル発射、北海道襟裳岬沖

1,180ｋｍ沖に落下とのことでした

が、東北、北海道を通過という事実を

受け、想定外の事案に対する防災計画

を入れてあるのか。 

(2) 策定作業が完了する時期と、住民に

周知出来る時期はいつになるのか。 

(3) 避難場所、避難所の表示が見当たら

ないが、設置する考えはないのか。 

(4) 避難所として頑丈な構造物、シェル

ターの建設を考えてはいないのか。 

   ２．日照不足、低温が

農業生産に与える

影響について 

(1) 稲が７月末から８月初旬にかけて、

出穂時期を迎えたが丁度その時に天

候不順になり、不捻障害の恐れがあ

り、収量の減少が予測される。生育調

査等の実施予定はあるのか。 

(2) 稲作のみならず野菜、長芋などの畑

作や、桃、りんごなど果樹全般に与え

る影響については病害虫の発生が見

られ品質の低下が予測されるが、調査

等の実施予定はあるのか。 

(3) 収穫、販売時期を迎えますが、前記

の影響により市場価格の予測が立ち

ません。販売価格低下により農業収入

の大幅な減収になった場合、公的な支

援制度の利用が考えられるが、どのよ

うな支援制度があるか、また、町独自

の支援策は考えられないのか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ３．遊休農地（耕作放

棄地）、担い手のい

ない農地の扱いに

ついて 

(1) 農地中間管理機構の利用状況はど

のようになっているか。出し手と受け

手のそれぞれの登録件数と面積は。 

(2) 遊休農地（耕作放棄地）となった樹

園地（畑）は病害虫の発生源となる可

能性が高く、近隣の樹園地（畑）に与

える影響があるので持ち主に対する

意向調査はどのようにしているのか。 

(3) 担い手のいない樹園地に対する伐

採、抜根等に係る経費の補助があると

聞いているがどのような制度か。 

(4) 農業委員会委員と農地利用最適化

推進委員との連携はどのようにして

いくのか。 

 


